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Save the Childrenメキシコについて
Save the Childrenは、子どもと思春期の若者(CAY)の権利の促進・擁護を先導する独立した国際組織である。120
カ国以上で活動し、緊急事態対応や開発プログラムの実施を通じて、子どもが健全で安全な子ども時代を過ごせる
よう支援している。Save the Childrenは、メキシコでは1973年から、国連子どもの権利条約の枠組みの下、健康・栄
養・教育・保護・CAYの権利の擁護に焦点を当てたプログラムを実施してきた。

プラン・インターナショナルについて
プラン・インターナショナルは、1937年にスペインで設立された、子どもの権利と女の子の平等を推進する独立した組
織である。女の子が学び、リーダーシップを発揮し、意思決定を行い、健やかに成長ができるよう、より公正な世界を
目指している。これまで85年にわたる歴史のなかで、出生から成人に至るまでの子どもの権利を支援するために
パートナーシップを築いてきた。現在、私たちは80ヵ国以上で活動し、アフリカ、ラテンアメリカ、アジアの50カ国以上
でプログラムを実施している。

皆が平等になるまで、私たちは止まらない。

メキシコで強制避難民となった脆弱な集団に対する多部門連携人道

支援プロジェクト

EUが資金提供する、メキシコで強制避難民となった脆弱な集団に対する多部門連携人道支援プロジェクト
は、メキシコ南・北部の国境地域での人道・移民危機に対応するものである。同プロジェクトは、ジェンダー
に基づく暴力(GBV)のサバイバーである女の子・思春期の女の子・女性に重点を置き、移民の重要なニー
ズを満たすことを目的としている。

この取り組みは、Save the Children主導のコンソーシアムを通じて実施されており、プラン・インターナショ
ナル、ヘブライ移民援助協会(HIAS)、世界の医療団フランス、Alternativas Pacíficas、Casa Frida、デン
マーク難民評議会との連携により行われている。
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䝯䜻䝅䝁໭㒊のᅜቃ䛿、ᴟ䜑䛶」㞧な⛣Ẹືែが特ᚩであり、�䛴の┦஫に関㐃する現

㇟が組み合䜟䛥䛳䛶いる䚹䛭の�䛴の現㇟䛿、暴力による強ไᅜෆ㑊㞴Ẹ�I'3�と、༴㝤

な≧ἣ䜔ᮃ䜐ᶵ会がᚓら䜜ないことに㉳ᅉするእᅜ人の㏻㐣である䚹䛭のようなືき䛿、

ዪ性とCAYとඛఫẸ族䝁䝭䝳䝙䝔䜱に䛥䜎䛦䜎な形でᙳ㡪をཬ䜌し、Ṋ⿦㞟ᅋの㡿ᇦᨭ配・

䝁䝭䝳䝙䝔䜱㛫の⾪✺・*%9➼の≢⨥䝸ス䜽と、ᅜෆእの⛣Ẹไ㝈ᨻ⟇によるᵓ㐀的䝸ス䜽

の㧗䜎りに┤㠃し䛶いる䚹

䛭の≧ἣୗで、ẖᖺఱ༓人䜒のCAYが༢⊂・ಖㆤ者とඹに、ಖㆤ者・家族との再統合・よ

りⰋい⏕ά᮲௳をồ䜑、䝯䜻䝅䝁を㏻る᪑にฟ䛶いる䚹ᮏせ⣙䛿、䝥䝷ン・䜲ン䝍ー䝘䝅䝵䝘

䝹・䝯䜻䝅䝁とSDYH�WKH�CKLOGUHQ䝯䜻䝅䝁が、C'M;のIEHURDPHULFDQD大Ꮫの人権䝥䝻䜾

䝷䝮と༠力し䛶実施したㄪᰝの୺な⤖ᯝを♧し䛶いる䚹

ᮏㄪᰝ䛿、CAYの権฼のಁ㐍・᧦ㆤに特化した⊂❧した大規ᶍ組⧊である6DYH�WKH�
&KLOGUHQのᅜ㝿規ᶍの౑࿨の୰᰾をなす取り組みと䛴なが䛳䛶いる䚹���䜹ᅜ௨ୖでά

ືするྠ組⧊䛿、⥭ᛴ஦ែ対応䜔㛤Ⓨ䝥䝻䜾䝷䝮の実施を㏻䛨䛶、Ꮚ䛹䜒た䛱が೺䜔䛛

でᏳ඲なᏊ䛹䜒᫬௦を㏦䜜るようᨭ᥼し䛶䛚り、䝯䜻䝅䝁で䛿����ᖺ䛛ら、ᅜ㐃Ꮚ䛹䜒の

権฼᮲⣙のᯟ組みにᇶ䛵䛟、೺ᗣとᰤ㣴・ᩍ⫱・ಖㆤ・CAYの権฼の᧦ㆤに関する䝥䝻䜾

䝷䝮を実施し䛶きた䚹Ꮚ䛹䜒の権฼とዪのᏊのᖹ➼を᥎㐍する⊂❧した㛤Ⓨ・人㐨ᅋయで

ある䝥䝷ン・䜲ン䝍ー䝘䝅䝵䝘䝹䜒、この≧ἣୗでάືし䛶いる䚹��ᖺ௨ୖに䜟たり、強いಙ

ᛕとᕼᮃをᣢ䛴人䜃とを⤖㞟䛥䛫、��䜹ᅜ௨ୖです䜉䛶のᏊ䛹䜒の⏕άをኚ䛘るた䜑に

άືをᒎ㛤し䛶きた䚹����ᖺ௨㝆、䝥䝷ン・䜲ン䝍ー䝘䝅䝵䝘䝹䛿䝯䜻䝅䝁で人㐨・⛣ື༴

ᶵに対応し、㑊㞴ୗのᏊ䛹䜒・䝴ース・䛭の家族をᨭ᥼し䛶いる䚹

ᮏㄪᰝ䛿、䝔䜱䝣ア䝘ᕷ、䝅䜴ダー・䝣ア䝺スᕷ、䝺䜲䝜サᕷのಖㆤ者ಖㆤ者がいるあるい

䛿ಖㆤ者がいないCAYへの䜲ン䝍ビ䝳ーと)*'のໟᣓ的ศᯒにᇶ䛵い䛶いる䚹䜎た、୺

せᶵ関䜔サービスᥦ౪関ಀ者䛛らᚓたὝᐹ䜒ά⏝した䚹ᮏㄪᰝ䛿、CAYの⛣ఫのಁ㐍せ

ᅉ・⛣ື୰に㐼㐝しᚓる༴㝤・彼らが⤒㦂するᵓ㐀的・ไ度的暴力、⛣ືによる᝟⥴的・

㌟య的・社会的ᙳ㡪を考ᐹし䛶いる䚹

1. 䛿䛨䜑に

䝥䝷ン・䜲ン䝍ー䝘䝅䝵䝘䝹の䝏ー䝮、䝯䜻䝅䝁໭㒊のᅜቃ
��3ODQ�IQWHUQDWLRQDO

2

�

�



2

せ⣙に䛿、ㄪᰝ᪉ἲのᴫㄝ・ㄪᰝ対㇟者の人ཱྀ特性・୺なㄪᰝ⤖ᯝがྵ䜎䜜、᭱ᚋに、

彼らの⥭ᛴの䝙ー䝈に対するᶵ関・䝁䝭䝳䝙䝔䜱の対応の強化のた䜑のᥦゝが♧䛥䜜䛶い

る䚹௨ୗの䜴ェ䝤サ䜲䝖で䛿、㔞的・㉁的䝕ー䝍と対㇟ᆅᇦで実施䛥䜜たᨭ᥼⟇の䜎と䜑

がྵ䜎䜜、理ゎを῝䜑ら䜜る඲⦅∧文᭩が㜀ぴྍ⬟である��SODQ�LQWHUQDWLRQDO�RUJ�
PH[LFR䚹

ᮏㄪᰝで䛿、CAYの実య㦂のドゝと、彼らに᪥䚻᥋ゐする人䜃との考ᐹを཰㞟し䛶い

る䚹こうしたኌをᥦ౪し䛶䛟䛰䛥䛳たす䜉䛶の᪉䚻に対し、彼らのᐶ大䛥とᮏㄪᰝへのಙ㢗

に、心䛛らឤㅰしたい䚹ᮏㄪᰝ䛿彼らのኌをᗈ䜑ることと、ໟᣓ的ಖㆤのᨭ᥼を┠的とし

䛶いる䚹䜎た、(8と䝥䝷ン・䜲ン䝍ー䝘䝅䝵䝘䝹・ス䜲ス䛛らの㈈ᨻ的ᨭ᥼が、ᮏㄪᰝの実

現に大き䛟㈉⊩したた䜑、ឤㅰを⏦しୖ䛢たい䚹

䝯䜻䝅䝁をΏる༢⊂⛣ືのᏊ䛹䜒た䛱���⛣ື䝹ー䝖に₯䜐༴㝤と暴力

ᮏㄪᰝで䛿、����ᖺ��᭶䡚����ᖺ�᭶に、�䛴のẁ㝵にศけたΰ合手ἲが㛤Ⓨ䛥䜜た䚹䝕ー䝍

䛿、䝔䜱䝣ア䝘ᕷ、䝅䜴ダー・䝣ア䝺スᕷ、䝺䜲䝜サᕷの�䛴のᅜቃ㒔ᕷで཰㞟䛥䜜た䚹䛭の�㒔ᕷ

を㑅䜣䛰ことで、ジェンダー・ᖺ㱋・ᅜ⡠の஺ᕪ性にὀ┠し、ከᵝな⛣ఫ⤒㦂と強ไ,'3の䝟䝍ー

ンのᢕᥱがྍ⬟とな䛳た䚹

ᮏㄪᰝで䛿、௨ୗの୺せな�䛴の対㇟㞟ᅋに関する᝟ሗを཰㞟した:����ಖㆤ者がいない⛣Ẹ䜎

た䛿,'3の&$<、���彼らのಖㆤに関㐃するア䜽䝍ー�⾜ᨻᢸᙜ者・ᕷẸ社会ᅋయ�&62�・人㐨ᨭ

᥼ᚑ஦者・䝋ー䝅䝱䝹䝽ー䜹ー�䚹ᅗ�䛿ㄪᰝのẁ㝵のどぬ的ᴫせである䚹

2. ㄪᰝ᪉ἲ

3

ᅗ�

ㄪᰝのẁ㝵

第�段階

➨�ẁ㝵

➨�ẁ㝵

➨�ẁ㝵

ᴫᛕタィ

関㐃するア䜽䝍ーと、⛣ఫ者・強ไ
㑊㞴Ẹの&$<へのಖㆤとᨭ᥼の
䝬䝑䝢ン䜾

&$<䛛らの୍ḟ䝕ー䝍཰㞟
関㐃するア䜽䝍ー䛛らの୍
ḟ䝕ー䝍཰㞟

䝕ー䝍ศᯒ

ㄪᰝሗ࿌᭩と䝯䝰の統合

��MLJXHO�9HUD、SDYH�WKH�CKLOGUHQ

ⴭ者の現ᆅㄪᰝにᇶ䛵䛟㏣ຍㄝ᫂



➨�ẁ㝵で䛿、ㄪᰝ䝒ー䝹のసᡂとㄪᰝ᪉ἲのタィ

が⾜䜟䜜た䚹IEHURDPHULFDQD大Ꮫ、䝥䝷ン・䜲ン䝍ー

䝘䝅䝵䝘䝹、SDYH�WKH�CKLOGUHQによりᢎㄆ䛥䜜たཝ

᱁な೔理ᣦ㔪が組み㎸䜎䜜、対㇟となる人䜃とに合

䜟䛫たㄪᩚを⾜い、䜲ン䝣䜷ー䝮䝗䝁ン䝉ン䝖のᚭ

ᗏ・௬ྡ౑⏝がಖド䛥䜜た䚹

➨�ẁ㝵で䛿、�㒔ᕷでの୺せなア䜽䝍ーとᚓら䜜る

ᶵ会を特ᐃした䚹こ䜜䛿、ἲ的䜎た䛿規ไの権㝈を

᭷するア䜽䝍ーと⛣ື୰の人に┤᥋的なᨭ᥼・ಖㆤ

をᥦ౪する組⧊の特ᐃをすることでྍ⬟とな䛳た䚹

䛭䜜により、ඃඛ㡰఩の☜❧・㐃ᦠ関ಀのᵓ⠏・㔜

せな᝟ሗをධ手し、ᶵ関䜔組⧊のཧຍを☜実にす

るた䜑の༠ാᡓ␎の⟇ᐃがྍ⬟にな䛳た䚹

➨�ẁ㝵䛿、୍ḟ䝕ー䝍཰㞟に↔Ⅼをᙜ䛶た䚹㉁的ㄪ

ᰝで䛿、CAYの⤒㦂を専門的▱ぢとし䛶ᤊ䛘䛶㔜ど

する、⮬ླྀఏ的手ἲを᥇⏝した��ᅇの༙ᵓ㐀化䜲ン

䝍ビ䝳ーと�ᅇの)*'を実施した䚹䜎た、��の㉁ၥで

ᵓᡂ䛥䜜たアンケー䝖を⏝い䛶���௳のㄪᰝを⾜い、

ᅇ⟅者の統ィᏛ的特ᚩ䜔暴力を受けた⤒㦂➼のほ

Ⅼ䛛ら、�䛴の䝔ー䝬ู༊ศにศけた䚹

現ᆅㄪᰝ䛿㔜大なၥ㢟を⤒㦂した䚹἞Ᏻୖのၥ㢟に

よる、CSO㐠Ⴀの㑊㞴ᡤ䜔受ධ施タ௨እへのCAY
の⛣ືのไ㝈・ᙜึのཧຍ者のㄪᰝへの୙ಙឤ・ᶵ

関㐠Ⴀの㑊㞴ᡤでのᐁ൉୺⩏的な㞀ቨである䚹䛭䜜

らのไ⣙があ䛳たと䛿い䛘、ಶ䚻人とྛ㒔ᕷの≧ἣ

䛛ら㔜せな⤒㦂と特ᚩのグ㘓が実現できた䚹

➨�ẁ㝵 ➨�ẁ㝵

➨�ẁ㝵

4

䝯䜻䝅䝁をΏる༢⊂⛣ືのᏊ䛹䜒た䛱���⛣ື䝹ー䝖に₯䜐༴㝤と暴力

5

➨�ẁ㝵

➨�ẁ㝵で䛿、஺ᕪ的手ἲを᥇⏝し、CAYのኌを

ඃඛした形で䝕ー䝍のศᯒ・య⣔化を⾜䛳た䚹ศ

ᯒで䛿、専門䝋䝣䝖䜴ェア�DWODV�WL�と�([FHO�を⏝い

䛶య⣔化を実施し、⤖ᯝを�䛴の୺せศ㢮とྛศ

㢮の⣽༊ศにᩚ理した��⛣ື≧ἣ�ືᶵと䝸ス䜽�・
家ᗞ⎔ቃ�社会⤒῭的ၥ㢟と家ᗞෆ暴力�'9��・
ᶵ関の対応≧ἣ�ㄪᩚと䝥䝻䜾䝷䝮の⥅続性�・ケ
アのඃඛ஦㡯�䝯ン䝍䝹䝦䝹スとᩍ⫱�・暴力�組⧊

的�ᶵ関的�ジェンダーにᇶ䛵䛟≢⨥�䚹このศᯒᵓ

㐀䛿、⛣ఫ現㇟のᵓ㐀的どⅬ䛛らのᢕᥱと୺ほ

的⤒㦂の理ゎをྍ⬟にした䚹

୺なไ㝈஦㡯とし䛶、ᮏㄪᰝが、ᶵ関ෆにいる≧

ἣのCAYをඃඛし䛶対㇟者にしたた䜑、㠀බᘧ⤒

㊰䜔↓規ไのሙᡤを⛣ືする人䜃との⤒㦂がḞ

ዴし䛶いることがᣲ䛢ら䜜る䚹し䛛しながら、⤖ᯝ

䛿、⛣ື୰のᏊ䛹䜒が⤒㦂する権฼౵害をド᫂

し、༑ศなケアのா受をጉ䛢るい䛟䛴䛛の㞀ቨを

᫂ら䛛にし䛶䛚り、ジェンダー・ᖺ㱋・ᅜ⡠を考慮し

たಖㆤయไの強化のᚲせ性が強䛟♧䛥䜜䛶いる䚹

⛣ື୰の㑊㞴ᡤにいるዪのᏊ、䝯䜻䝅䝁
��3ODQ�IQWHUQDWLRQDO

䝝䜲䝏ฟ㌟の家族がSDYH�WKH�CKLOGUHQのᏊ䛹䜒にඃしいス䝨ースでのάືを⤊䛘䛶
㏥ฟするᵝᏊ、䝍䝟䝏䝳䝷、䝏ア䝟スᕞ、䝯䜻䝅䝁
�MLJXHO�9HUD、SDYH�WKH�CKLOGUHQ



3. 人ཱྀ特性

にいる、ㄪᰝ対㇟の&$<��ྡ䛿、ジェンダーのⅬ

でᆒ➼である�ዪ性���、⏨性����䚹��䡚��ṓが

᭱䜒ከ䛟�඲యの����を༨䜑、䝴ースの๭合䛿ప

い䚹彼らの䜋䜌඲員がฟ⏕ド᫂᭩をಖ᭷し䛶いる

が、Ꮫᴗ修஢ドを᭷し䛶いるの䛿、ዪ性が���で

⏨性が���のみであり、Ꮫᰯへの統合の㞀ቨが

♧၀䛥䜜䛶いる䚹��がඛఫẸのゝㄒをヰし、ㄪᰝ

対㇟のዪ性の��が㞀害をᢪ䛘䛶いた�⏨性の୰

で䛿㞀害をᣢ䛴人䛿☜ㄆ䛥䜜䛶いない�が、䛭䜜ら

のせ⣲䛿、彼らの⬤ᙅ性を㧗䜑䛶いる䚹ฟ㌟ᆅ䛿
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䜔䜔ከ䛟�������、�䡚�ṓのᖺ㱋ᒙがከ䛛䛳た

�ዪ性���、⏨性����䚹彼らの୰で、Ꮫᴗ修஢ド

を᭷し䛶いる人䛿䛚ら䛪、ฟ⏕ド᫂᭩をಖ᭷し䛶

いる人䛿���であ䛳た䚹彼らのฟ㌟䛿୺に䝯䜻䝅

䝁�������で、䝀䝺䝻ᕞ�������と䝭䝏䝵ア䜹ンᕞ

�������ฟ㌟がከᩘであり、䝩ンジ䝳䝷スฟ㌟が
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㌟䛿୺に䝯䜻䝅䝁�����で、特に䝭䝏䝵ア䜹ンᕞ�������・䝏䝽䝽ᕞ�������・䝏ア䝟スᕞ

�������であり、䜾ア䝔䝬䝷������・䝧䝛䝈䜶䝷と䝩ンジ䝳䝷ス�ྛ�����・䝁䝻ンビア・䜶

䜽ア䝗䝹と䝙䜹䝷䜾ア�ྛ�����・䝗䝭䝙䜹ඹ࿴ᅜ������とな䛳䛶いる䚹
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図2. 
ティフアナ市、シウダー・フアレス市、レイノサ市にいる、調査対象の移動中のCAYの移動理由
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メキシコを渡る単独移動の子どもたち - 移動ルートに潜む危険と暴力

4.1 CAYの移動危機

貧困・不平等・暴力の構造的要素が、CAYの移動状況を特徴付けている。保護者の有

無によらず、CAYはDV・GBV・組織的犯罪・コミュニティ紛争が支配する環境から避難し

ようとしている。

女の子と思春期の女の子の方が、危険な状況からの避難や、愛する人びととの再会を

望む発言を頻繁に述べる傾向がみられたが、経済的な動機を強調したCAYも認められ

た。ティフアナ市の避難所で出会った2名の女の子は、保護者からの暴力のため、出身

地を離れたと話した。

約7.7％のCAYは、自身の移動の理由を知らないと述べたが、これは、責任を持つ大人

の子どもへのコミュニケーションの欠如を反映している。レイノサ市のFGDに参加した1
名もこの点に言及し、子どもの認識の欠如は、保護者が子どもに移動理由を説明してい

ないからかもしれないと述べた。「子どもは、大人がそう決めたので、としか言えません」

(人道支援従事者、FGD)。一般的に、CAYは、移動に関し、家族のつながりが中心的役

割を果たしていることを認識しており、それは近親者(父親・母親・兄弟姉妹)との再会で

も、外国の遠い親族(祖父母・おば・おじ・いとこ)との再会でも同様であった。

レイノサ市のCAYの目的地に関し、CAY全体の

70％、女の子と思春期の女の子では80％が、はっき

りとアメリカを目的地としていた。内74％は、アメリカで

の難民申請の要件である保証人となってくれる、アメ

リカに住む知人がいた。ティフアナ市では、31.6％の

CAYだけが具体的な目的地がアメリカにあると回答

し、目的地に知人がいると回答したのも47％だけだっ

た。シウダー・フアレス市では、90％のCAYが具体的

な目的地がアメリカにあると回答し、96％が目的地に

家族や知人がいると述べた。

移動途中での別離回避、または公証人の親権手続き

回避のために、拡大家族との再統合が行われていた

事例もみられた。4名のCAYは、保護者と再統合する

ため、おじやおばと共に移動していた。この家族は一

緒であり続けるために、親族関係を隠すことを選択し

ていた。これは、現在の政策や手続きが、移民や避

難民の家族が別離回避のために隠蔽戦略に頼らざ

るを得ない状況を明示している。

著者の現地調査に基づく追加説明

調査対象の3都市で、大多数のCAYは移住の旅を

同伴者と共に始めたというが、同伴の形態とその期

間は大きく異なった。
では、調査時でも88.7％に同伴者がおり、

内、83.9％母親で62.9％が兄弟姉妹であった。隣

人や他の移民などの、不特定の人びとと共に移動し

ていたのは20％だけだった。同市での同伴状況の

結果は、ティフアナ市とシウダー・フアレス市の結果

より高い安定性を示していた。

9

4.2 移動時のCAYの同伴者 

レイノサ市

メキシコ北部の国境付近の列車
© Plan International
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では、63.5％のCAYが出発時に家族・仲間に同伴してもらったと回答したが、調

査時に同伴者がいたのは32.4％だけであった。また、監督責任のない人物、例

えば「el pollero(人身売買人)」や移動中で知り合った人などと共にしていた人も

かなりみられた。別離の主な原因として、強制送還・連絡途絶・家族内での決定

等が挙げられた。

これらの調査結果から、同伴者が当初いた場合が多く、3都市の少なくとも57％のCAY
が兄弟姉妹や親族の同伴付きで移動しているとしているが、同伴の継続性は必ずしも保

証されていないことが示されており、つまり、移動中の絶対的な保護が維持されないとい

うことである。したがって、保護体制は、同伴者の存在・適切性・継続性と同伴の質・正当

性・期間を評価し、移動中のCAYに対して効果的な対応を保証しなければならない。

では、CAYの89.5％が母親(73.7％)や兄弟姉妹

(84.2％)と共に出発したと回答したが、調査時に

同伴者がいたのは52.6％だけであった。残りの

57.4％は、家族内の衝突や家族の再編成を経験

し、それがその後の移動行程での同伴に影響した

という。

ティフアナ市

メキシコを渡る単独移動の子どもたち - 移動ルートに潜む危険と暴力
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4.3 出身家庭の状況 

CAYの家庭状況は、経済的危機・不安定な家族構造・

家庭崩壊に特徴付けられ、それらの要素が彼らの移

動に影響を与えていた。例えば、レイノサ市で

は、92％が少なくとも1人の親と暮らしていたが、66％
は母親のみと暮らし、父親の不在が明らかとなった。

ティフアナ市とシウダー・フアレス市でも同様の状況が

認められ、世帯は小さな核家族から拡大家族構造ま

でさまざまであった。

CAYの保護者の限られた経済的機会により、彼らの

多くは幼い頃から農業や路上販売等で非公式な労働

を強いられている。例えば、レイノサ市のCAYの27％
が移動前は、出身地で農作業や路上販売に従事して

いたという。

移動中のCAYの保護への取り組みは、メキシコの制

度的領域、特に調査対象の国境地域の都市で重大

な問題となっている。本調査は公共政策分析に重点

を置いていないが、現地の主要アクターとの対話か

ら、CAYのケアに対する重大な障壁を特定できた。各

都市で実施されたイベントや活動に関する言及は、イ

ンタビューやFGDの参加者の、彼ら自身の状況で最

も重要または問題視されるものとして指摘した内容に

基づいている。

レイノサ市では、中心的問題として、機関による優れ

た経済的支援の必要性が浮上し、ある支援職員は

FGDでこう述べた。「避難所にいる人だけでなく、直接

CAYと働き続けることが重要です」。

ティフアナ市では、CAYの47％が事業や家庭内労

働に従事していたし、シウダー・フアレス市で

は、55％が路上販売に従事していたという。レイノサ

市にいた16歳のグアテマラ人の女の子はこう述べ

た。 「私は仕事と学業を同時にこなしていました。平

日は起きたら仕事に行き、週末は勉強していました」

(Esmeralda、16歳、グアテマラ、インタビュー)。

移動後、CAYの労働活動は一気に止まった。この児

童労働の減少の理由として、法的制限と移動先の治

安の悪さがよく挙げられる。ティフアナ市にいたゲレ

ロ州出身の女性は、暴力は依然として存在し、犯罪

集団は「至る所に手下を配置している」と述べた。

多くの移動中のCAYに接触するために、保護措置を正

式な受け入れ施設を超えて拡大させることの重要性が

強調された。別の重大な問題として指摘されたのは、公

共機関職員の高い離職率であり、ある当局者によると、

機関間合意の効果的な監督の妨げとなっているという。

「私たち政府機関としても、その点で多くの問題を抱え

ています。ある問題の対処のために会議を開くと、彼ら

は担当者を派遣し、私たちが1～2カ月後にフォローアッ

プすると、その案件について何も知らない別の担当者を

派遣してくるのです」。不安定な雇用状況は、包括的保

護の実現に必要な機関間調整の継続性と効果を損な

わせている。

4.4 制度的環境: 移動中のCAYの保護への取り組みに対する障壁 

避難所にいる保護者のいない移動中の女の子、メキシコ
© Plan International

シウダー・フアレス市
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メキシコを渡る単独移動の子どもたち - 移動ルートに潜む危険と暴力

また、レイノサ市では、国家移住庁(INM)の欠陥を指

摘する声が得られた。具体的には、 CAYの移住の動

きを継続的で整備された形で追跡する統合された体制

が欠如しているという問題である。国境を渡る未成年

者の支援センターに所属する教育者は、この問題を以

下のように指摘・説明した。

「大きな問題のひとつは、移住に関する機関である

INMが、ある場所で起きることと別の場所で起きること

に関する統合された情報を有していないことです。例

えば、多くの人が南部の国境から入国し、国内の中央

部からほとんど北上しない状況です」

情報の断片化は、包括的なCAYの移動経路の把握を

妨げ、リスクの把握や一貫性のある効果的な保護経路

の施行を阻害している。これによる直接的な影響

は、CAYに対する支援は断片的で、時に彼らを再び被

害者にしてしまうような対応が行われることである。

ティフアナ市では、法務省への力の集中が特に問題視

され、それにより、CSOの参加が制限されているとい

う。同市のソーシャルワーカーは、FGDでこう述べた。

「以前は、送還されたユース集団の受け入れ・ケ

アの提供・家族との再統合を実現・国際的な保

護の対象となる事例の特定をしていました...で
も、3年前からそれらの責任は法務省に移管され

ました。法の施行の前進であるべきですが、現実

は、監督や外部介入のない官僚主義的で不透明

な構造を生み出しています」

役割の集中化は、保護の過程の監督と透明性の欠如

への懸念を生んでいる。
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その心理的・情緒的支援と移住支援の喪失は、CAYのニーズへの対応能力を著しく

低下させる。

各都市特有の事情は存在するが、移動中のCAYの保護に関する制度上の問題に

は、顕著な共通点がみられた。断片化したケア・機関間の強い連携の欠如・移民関

連機関内の情報システム面の障壁は、3都市で繰り返し指摘される問題であった。

職員の高い離職率とリソースの不足も、保護サービスの継続性と質を低下させてい

るという。

ティフアナ市での別の重大な問題として、主にメキシ

コ人のCAYが暴力的環境に戻される、望まない家族

の再統合が挙げられた。あるソーシャルワーカーはイ

ンタビューで、こう訴えた。

「メキシコ人の子どもの国際的保護を求める権利は、

全く保護されていません。メキシコ人は、その権利を

享受できないのです。暴力や危険の存在の有無に

関わらず、自動的にメキシコにいる家族へと戻されま

す。彼らには、アメリカへの不法入国を試みる以外の

選択肢がないのです」。

その措置は、子どもの最善の利益の原則に反

し、CAYを重大な危険にさらす可能性がある。

シウダー・フアレス市では、CAYの総合的保護のため

の地方自治体と国家の機構(SIPINNA)・家族の総合

的発展を支援する国家制度(DIF)・移民当局・国際組

織等、移動中のCAYの保護に関わるさまざまな機関

間の調整の不備が重大な問題として指摘された。ま

た、標準化的された情報システムの欠如と、調整会

議に意思決定権のない人物の参加が散見されること

が、合意の効果的な実施の障壁として指摘された。さ

らに、重要な支援を提供していた組織が最近排除さ

れたことも問題として挙げられ、ある避難所調整役の

人物は、こう述べた。

「彼は、心理士としてのここでの支援を突然止め、今

週の月曜に私たちの職員を撤収させました...移住支

援のために常駐していたソーシャルワーカーと心理

士4人が月曜に呼び出され撤退を命じられ、撤収さ

れられたのです」。

避難所にいる同伴者のいない思春期の若者、メキシコ
© Plan International
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図3. 
移住/移動前後の就学状況
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4.5 CAYのケアにおける優先事項

3都市にいる移動中のCAYを対象にしたアンケートとインタビューに基づいた、ケアに対する主要なニーズ

と優先事項が特定され、最近の移動状況下の彼らの経験が可視化された。結果から、教育・包括的な医

療・ケア・安全等の、重要な分野での権利の享受と保護の重要性が明らかになった。

4.5.1 教育の享受

図3は、3都市での移住・避難後の深刻な中途退学率の分析結果を示しており、CAYの58.1％が不就学で

あることが明らかになった。特に、移動中のCAYが教育の享受に対して構造的障壁を経験しており、それ

が彼らを教育から排除させ続けていることが判明した。行政上の障壁・安全面の問題・情報の入手・差別/
外国人嫌悪が挙げられる。
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中途退学の問題は、書類不足や機関の怠慢に加え、

移動までの待機期間を延長する移民政策(調査対象

者の証言によれば6カ月)により、一層深化している。

「Where I Go, School Goes With Me(公教育省

(SEP)とユニセフ)」等の、メキシコ政府によるプログラ

ムは、レイノサ市の避難所等の、特に治安の悪い地

域では積極的には行われていない。それらの地域で

は、誘拐や犯罪集団による徴用の危険を懸念し、家

族が近隣の学校に子どもを通わせたがらないという。

また、ある人道支援従事者はFGDでこう述べた。

「メキシコ人の女の子や男の子の教育を担当したり、
監督を行う意向を示したりする機関はありません。そ
の理由の一つには、避難所のある地域でCAYへの
対応がされていないことによる、治安の問題がありま
す」

(人道支援従事者、FGD、レイノサ市)

学校での差別により、CAYの教育からの排除がさら

に深刻化している。調査で収集された証言によると、

メキシコ人の保護者は、自身の子どもを移動中の子

どもと共にさせたがらない。教師はこの保護者の過

敏な反応への対応策を持っておらず、移動中の子ど

もの権利について理解が深くないため、教育現場で

の対応が不十分となっている。シウダー・フアレス市

では、先住民とハイチ人のCAYが教師と同級生から

拒絶されているという。それらに加え、カリキュラムの

適応の欠如も指摘された。調査対象の避難所で、公

式な教育プログラムが提供されているのは3か所だ

けで、ティフアナ市のYes We CanのみがSEPから認

可を受けている。その上、短期宿泊施設の授業は通

常、学術的な有効性のない余暇活動に限定されてお

り、教育の遅れを拡大させている。

行政上の障壁も重大な問題である。法律上は

移民の身分によらず教育の享受が保障されて

いるが、実際はアポスティーユ付き出生証明書

や居住証明書の提出が要求され、特に、保護

者がいないCAYにとってこの問題は深刻であ

る。また、先住民の言語(ツオツィル語やナワト

ル語等)やハイチ・クレオール語話者のCAYの

ための通訳の不足は、彼らの教育現場への統

合を妨げており、ティフアナ市のグエロ州出身

のあるメキシコ人の女の子は、スペイン語が流

暢でないとして、2つの学校から入学を拒否され

たという。

そして、別の主な障壁として、多くのCAYの家

族がメキシコで教育を受ける権利を有している

ことを知らないため、誤情報により教育の享受

が妨げられていることが判明した。特に、同伴

者がいないCAYに、この問題は深刻であり、人

道支援従事者はこう述べた。

「同伴者がいない子どもは、自身の感覚を信じ

ており、彼らは一人で来て・移動しているため、

避難所や閉鎖された空間にいることを恐れてい

ます。避難所へ送られることへの恐怖心があ

り、支援を受ける妨げとなっています」

(人道支援従事者、インタビュー後)

著者の現地調査に基づく追加説明



16

メキシコを渡る単独移動の子どもたち - 移動ルートに潜む危険と暴力

4.5.2 包括的な医療の享受

CAY全員が有する包括的な医療を享受する権利は、国籍や移民の身分によらない、基

本的権利である。だが、同権利は、本調査で対象とした3都市で、依然、体系的に侵害さ

れていた。特に差別のない、性と生殖に関する権利、情報、治療の享受が、調査で指摘

された事柄である。レイノサ市のFGD参加者であるソーシャルワーカーによると、保護者

の同意が法的要件であるため、保護者がいない子どもは、医療を受ける際に大きな困難

を経験するため、より深刻な状況に置かれているという。

これに関連し、避難所内での性と生殖に関する権利に関する教育の欠如が指摘された。

それは、こうした事柄の扱いを通常、受け入れ施設の管理者が拒否し、家族が一般的

に、宗教との関連だけでなく、滞在を脅かすことを避けるために避難所の方針を遵守して

いるためである。

健康の享受の権利に関する情報の欠如と言葉の壁がさらなる障壁となっているようであ

る。「彼らの多くは、自身が外国人であるので、その権利を持っていないと考えています」

(人道支援従事者、インタビュー)。特に同伴者がいないCAYの知識不足は深刻で、「一

人で来ているため、そこ(医療機関)に行くと避難所に送られると考え」(人道支援従事者、

インタビュー後)、病院や医院への受診を避けているという。それらの障壁の組み合わさ

ることで、法的枠組みが包括的であっても、実際的には排除を再生産する体制となって

いる。

同様に、力不足や警備員の活動規定の欠如を理由とする、"「警備員は移動中の人物だ

と知ると、情報を求めることも許さずに彼らを追い返す」(人道支援従事者、インタビュー)
という事態が繰り返し起こっていることも判明した。初期段階での排除は、CAYが医療の

利用機会を得た後、「医師から[処置を]拒まれ、叱責を受ける」(人道支援従事者、インタ

ビュー)ことで一段と悪化するという。中には、性的虐待の被害者である思春期の女の子

が「医師に、彼女が述べた週数と一致しない状態だと指摘され、叱責された [...] それらの

治療はCAYへの配慮が欠如している」(人道支援従事者、インタビュー後) という凄惨な

事例もみられ、極めて脆弱な状況下でも差別的な扱いが存在することを示している。
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「彼らは一人で来ているため、そこ(医療機関)にいると
避難所に送られると考えています」

(人道支援従事者、インタビュー後)

避難所にいる、同伴者がいない移動中の子どもたち、メキシコ
© Plan International
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ウェルビーイングは、食料・避難所・基本的な医療

等、即時的な物理的ニーズより優先度が低くなりが

ちである。そのため、移動中の多くの家族が心理的

なケアを後回しにし、目的地に着けば情緒面の状況

は改善されると考えているという。レイノサ市のFGD
参加者は、こう指摘した。

「保護者が子どもに配慮したくない訳ではなく、彼ら

は目の前で起きていることに集中しなければならな

いのです。彼らはよく「アメリカに入って、目的地に

到着して、状況がよくなったら、あなたのことに向き

合うから」と言います」

(人道支援従事者、インタビュー後)

国内の暴力から逃れたCAYは、特に組織的犯罪集

団と地元治安当局の共謀に遭遇した場合、PTSD
や当局への不信感を経験するという。あるFGD参

加者は、こう述べた。

「子どもたちは防衛的な表情でやってきます。皆悪い

人だ、知らない人だ、触らないで、と...でも、時間が経

つと、表情が変わるのです」

(避難所施設長、FGD)

また、保護者との長期の別離は、CAY、特に若年

のCAYに、見捨てられたというトラウマを与えてい

る。彼らはなぜ保護者が一緒ではないのか、なぜ長

期間避難所でほとんど/全く連絡が取れない状態で

滞在しているのかが理解できないのである。文化や

国籍の違いを持つ、保護者がいないCAYの場合、

その影響は一層深刻であり、これについて、ある

FGD参加者はこう説明した。

「多くの場合、子どもたちは親族とでさえ連絡を取

ることができません。アフガニスタンなどの外国か

ら来た子どもの中には、時差や通信手段へのアク

セスがないことから、保護者に電話をかけられな

い子どももいます。こうした状況から、見捨てられ

たと感じ、深刻なトラウマを引き起こすのです」

(弁護士、FGD)

当局との協議型FGDと主要アクターとの対話から

得た情報によると、DIF避難所での自殺や脱走の

事例が報告されており、それは、それらの施設内で

経験する情緒面の問題の深刻さを反映している。

つまり、CAYのストレス・不安・うつは、彼らが過ご

す空間のあり方や、組織や政府機関が提供するケ

アに影響を受けるのだ。ある人道支援従事者は

FGDで、こう述べた。「それらの空間では、子ども、

特に女の子にストレス・不安・うつの症状を認めて

います...私たちは大人中心の視点で対処すること

が多いです」(人道支援従事者、FGD)。その対処策

により、機関がCAYの特定のニーズの理解・対応

する能力が制限されてしまっている。

移動の状況下で、CAYは精神的に深刻な問題を抱

えているが、国際資金の縮小に伴う心理・情緒面

の支援プログラムが停止されていることで、それら

の問題が一段と悪化しているという。この点に関

し、シウダー・フアレス市にいた、ある10代の若者

は、それらの縮小とKids in Need of Defenseや

HIAS等の組織によるプロジェクトの終了の重大さ

を、悲しさを表しながら語った。 「心理士はすごくい

い人たちだったけど、もう来られなくなるって言った

んだ」(José、メキシコ、インタビュー)。

メキシコを渡る単独移動の子どもたち - 移動ルートに潜む危険と暴力

4.5.3 メンタルヘルスと心理・情緒面での支援
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インタビューとFGDで収集された証言から、同伴者

がいないCAYの移動中の権利の包括的保護は、

関与した人物の知識の欠如・機関の職員の輪番制

勤務・機関間連携の欠如により、必ずしも効果的な

実施がされていないことが、以下のように判明し

た。

移動中のCAYへの十分な法定代理の欠如を示す

典型事例に、ベリーズ出身の女の子の事例があ

る。彼女のホンジュラス人の母親はアメリカにいた

が、彼女はメキシコ・モンテレイ市で留置された後、

彼女の国籍や家族再統合の権利に反してホンジュ

ラスに送還されるよう圧力を受けた。弁護士による

と、

「母親は絶望的になっており、私たちは介入して送

還手続きを止め、アメリカで母親と再会する彼女の

権利を保障しなければなりませんでした」

(弁護士、インタビュー)

当局の知識不足と効率的な法定代理制度の欠如

が、移動中のCAYの権利を脅かすことを示す事例で

ある。

また、公務員と人道支援従事者へのインタビューか

ら、INM・CAYの保護を担当する検察官・CSO等、異な

る組織間での責任の断片化により、手続きの一貫性を

欠くこととなり、CAYの権利の保障に影響を及ぼしてい

ることが明らかになった。シウダー・フアレス市の州人口

評議会のある職員によると、、「機関間の明確な調整は

ありません。各機関は独立して活動しているため、取り

組みの重複や、より深刻な問題として、支援に抜けが生

じたりしています」。

調整不足は、職員、特に直接的なケアに関わる職員の

高い離職率により深刻化している。ある援助職員はこう

述べた。

「職員が変わる度に、規約と子どものニーズを説明しな

ければならず、そのせいで、対応が遅れ、ケアの継続性

に影響が及びます」

(人道支援従事者、インタビュー)

4.5.4 法的保護と法定代理
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4.6 暴力

移動中のCAYは、出身地・移動中・受け入れ地で、さまざまな形態の

暴力に遭い、幸福・発達・権利の行使への影響を受けている。機関ま

たは武装集団/個人からの脅迫・DV・組織犯罪等の加害者の不処罰

といった、構造的暴力が主要要因となって移動している子どもにとっ

て、避難・移住は生存戦略であることが多い。だが、移動や国境地帯

での長期化した滞在が安全を保障することはなく、彼らを新たな危険

にさらし、安全の即時獲得・心理的/情緒的健康・長期的な幸福に悪

影響を及ぼす1。
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DVとGBVは移動の主要要因となっていた。レイノサ

市とティフアナ市での調査から、身体的虐待・殺害に

言及した脅迫・性的虐待が、母親・息子・娘を逃亡に

至らせた事例が明らかになった。CAYは、危険な場

所の回避や大人に助けを求める等、自己防衛戦略を

確立しているものの、移動中の信頼できる支援ネット

ワークの欠如は、彼らをより重大な危険にさらしてい

る。

ハイチ出身の10代の若者のMarcoは、インタビューで

父親がいかに「彼と彼の他の家族を怒鳴り・殴り・働

かせた」かについて語った。「母親に対して特に酷く、

殴り・虐待し・脅していました。そしてある日、父親は

母親に「お前が家を出たり、どこかに行ったりしたら、

俺はお前を探し出し、死なせる」と言ったので

す」。CAYと共に暴力的なパートナーや虐待的な家族

の構成員から逃れるために出発した、パートナーのい

ない女性の証言も、調査過程で複数記録された。

インタビューとアンケートで記録された複数の事例

で、DVは彼らの移動の要因であるだけでなく、CAY
がどのように移動するかを左右し、しばしば極めて脆

弱な状況に追い込むこととなっていた。ティフアナ市で

7～10歳の女の子を対象に実施したFGDで、彼女た

ちは虐待やハラスメントの被害者であったことを認識

しており、それらから身を守るための戦略を考案した

という発言が挙がっていた。

「彼らが私をじっと見ていたら、私は「水を飲みにいく」
と言ったり、「トイレに行く」とか「水を飲みにいく」と
言ったりして、戻らないようにしました」

(Estrella、8歳、メキシコ、FGD)

ホンジュラス・エルサルバドル・メキシコ等の国では、

組織的犯罪集団は、CAY、特にユースを脅迫や虚偽

の約束によって強制的に徴用している。インタビュー

でJoséという男の子は、組織犯罪が「標的を見つけ・

捕まえる方法を沢山備えていて、岩の多い場所もある

ので、逃げ去るのは困難だ」と述べた。同伴者がいな

いCAYは最も脆弱であり、行方不明や搾取の事例の

報告が存在する。

また、移動中は、誘拐・恐喝・人身売買の危険も高ま

り、特に一般的ではない経路上での発生は顕著であ

る。シウダー・フアレス市とレイノサ市では、組織犯罪

集団の存在が移動の安全性を制限している。同時

に、国境周辺の軍事化が進み、メキシコの移民管理

が厳しくなったことで、多くの家族や保護者のいない

CAYが、人身売買ネットワーク・高速人身売買・誘拐

の危険にさらされる、一般的ではない危険な経路を選

択せざるを得なくなっている。

4.6.1 DVとGBV 4.6.2 組織犯罪による暴力

避難所にいる同伴者のいない移動中の女の子、メキシコ
© Plan International

避難所にいる同伴者のいない移動中の女の子、メキシコ
© Plan International

1. Pan American Health Organization (PAHO). (2022). Report on the Regional Situation 2020: Preventing and
Responding to Violence against Children in the Region of the Americas. https://doi.org/10.37774/9789275322949.
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�人㐨ᨭ᥼ᚑ஦者、)*'�䚹

5. ᥦゝ

௨ୗのᥦゝ䛿、����ᖺ��᭶䡚����ᖺ�᭶に実施したㄪᰝ䛛らᑟきฟ䛥

䜜た䜒のである䚹このᮇ㛫䛿、特にア䝯䝸䜹のᨻ権஺௦による、㔜大なᨻ

἞的・社会的୙㏱᫂䛥が特ᚩ的であ䛳た䚹ྠᮇ㛫での䜲ン䝍ビ䝳ーで䛿、

ྠక者の᭷↓によら䛪、&$<・サービスᥦ౪者・ಖㆤ者䛛らᚓたኌに䛿、

⛣Ẹᨻ⟇の大ᖜなኚ᭦のྍ⬟性に┤㠃し、⚄⤒㉁にな䛳䛶いることと、

ఱとな䛟ᚅた䛥䜜䛶いるឤぬが⾲䜜䛶いた䚹䛭の✵Ẽ䛿、䝯䜻䝅䝁㏻㐣୰

に暴力・㑅ᢥ⫥のḞዴ・⤯ᮃに㝗る஦ែにධ䛳䛶し䜎䛳た�ᅇ㑊しようとす

る人䜃との≀ㄒ・ឤ᝟・Ỵ᩿にᗈ䛟みら䜜た䚹

この≧ἣୗで、ᮏሗ࿌᭩のㄪᰝ⤖ᯝとᥦゝ䛿౫↛㔜せであり、⥭ᛴ性を強䛟ッ䛘る䜒

のである䚹ྠక者がいないᏊ䛹䜒の⛣ືと⁫ᅾの≧ἣに䛿、ⴭしいᨵၿがみら䜜䛶い

ない䚹䜐し䜝、彼らのከ䛟が、ᑛཝある⏕ά実現への௦᭰᱌を᝿ീ・ᵓ⠏するた䜑の、༑

ศなサービスを฼⏝できない≧ែに┤㠃し、⮬らの㐨を㐍䜐こと䜒ᖐること䜒できない≧

ἣに㝗䛳䛶いる䚹したが䛳䛶、CAYに対するサービスの㉁・ᥦ౪⠊ᅖ・㐺ษ性のྥୖ

䛿、ႚ⥭のၥ㢟である䚹こ䜜䛿人㐨ୖ的にᴟ䜑䛶㔜せで、⚾た䛱඲員がඹ᭷す䜉き㈐

௵である䚹

ᥦゝ䛿୺なㄪᰝ⤖ᯝをせ⣙し䛶䛚り、よりᗈ⠊でヲ⣽なෆᐜ䛿、ሗ࿌᭩の඲⦅∧で㜀

ぴྍ⬟である䚹

23䜾ア䝔䝬䝷ฟ㌟の
+HLGLが⮬㌟の⛣ఫの᪑をᥥいた⤮をぢ䛫䛶䛟䜜た、SDYH�WKH�CKLOGUHQの
Ꮚ䛹䜒にඃしいス䝨ース、䝔䜱䝣ア䝘ᕷ、䝞䝝・䜹䝸䝣䜷䝹䝙アᕞ
��MLJXHO�9HUD、SDYH�WKH�CKLOGUHQと(O�'LiORJR

䛭䜜ら㑊㞴ᡤの、㐣ᐦ≧ែ・௚の⁫ᅾ者への୙ಙ

ឤ・┘╩のḞዴが⹢ᚅの༴㝤を㧗䜑䛶いる䚹䜎た、

文化的㐪いによる䝯䜻䝅䝁人と௚ᅜのCAY㛫での、

⥭ᙇ・䝝䝷ス䝯ン䝖・᤼㝖が㉳き䛶いる䚹
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5.1 効果的で包摂的な教育機会

行政的・言語的・文化的な障壁により、CAYの移動状況が彼らの教育の享受を妨

げている。地方自治体は彼らに対応した迅速な戦略を欠いている。

提言事項:

• 教育機会とその継続性を保証する、柔軟な戦略を設計すること

• 機関間と部門間の連携を強化すること

• ジェンダー・異文化理解・人権・子ども中心の姿勢を教育プログラ

ムに取り入れることを確実にし、保護者に対しても、移民のCAYの

教育への権利とアクセスについて啓発をすること

• 公的機関職員・教師・教育関係者に対し、入学と学業継続に関す

る研修を実施すること

• 心理教育的支援を備えた、安全な学校環境創出を推進すること

5.2. 心理社会的支援と包括的な保護

移動中のCAYは、トラウマ的経験によりメンタルヘルスに重大な影響受けている

が、特に国境地域でサービス提供は著しく乏しい。

提言事項:
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5.3 制度強化と多部門協力

調整不備により、対応が断片的になっている。

• 各レベル政府部門と専門アクター間の協力体制を統合すること

• より多くの移動中のCAYに支援が届くよう、調整努力と保護サービ

スの提供を、公式な受け入れ施設の枠を超えて拡大すること

• 透明性の高い対話の場と参加型監督の設置を確実にすること

• 文化的仲介と言語サービスの提供を保証すること

• SIPINNAと弁護士事務所の連携を強化すること

• 適切な労働条件と継続的な研修を提供し、訓練を受けた職員を増や

すこと

• 包括的なケアに関する研修をサービス提供者に実施し、対応能力の
向上と啓発を行うこと

• 職員に対し、奨励金・セルフケア・心理的支援を施すこと

5.4. 職員の継続的研修と能力強化

訓練を受けた人材の不足・高い離職率・過労が認められた。

提言事項:

提言事項:

• 異文化性・ジェンダー・人権を考慮した形で、心理社会的サービス

を拡大すること

配慮ある、専門的なケアに関する研修を職員に実施すること

• 暴力の被害者が再度被害を受けないよう、彼らに特化した対応規

則を実施すること

• 再統合手続きで、家族の統合の実現への取り組みを強化すること
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資金縮小は、サービスの継続性を脅かす。

• 資金調達を多様化(公的・民間・国際的資金)すること

• リソースの使用に関し、透明性と監視を保証すること

• 移動中のCAYが対象の重要プログラムの持続可能性を保証する

こと

• 受け入れ先コミュニティで啓発キャンペーンを実施すること

• 移民/強制避難民のCAYに、安全で利用可能な移動手段を保証す

ること

• CAYの権利に関する研修を、コミュニティのアクターと運営者に実
施すること

5.6. コミュニティ参加と移動の安全

差別的態度と安全な移動手段の欠如が判明した。 
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5.5 資金調達と機関の持続可能性

ハイチ出身の母娘、子どもに優しいスペース、ティフアナ市、バハ・カリフォルニア州
© Miguel Vera、Save the ChildrenとEl Diálogo

提言事項:

提言事項:
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強ไ㑊㞴Ẹに対するㄆ㆑䛿、ᮍ䛰୙༑ศである䚹

• 特ᐃのⓏ㘓と┘╩の௙組みを☜❧すること

• ඛఫẸのゝㄒ的・文化的・ᩍ⫱的な権฼をㄆ㆑・ಖㆤするබඹᨻ

⟇を⟇ᐃすること

• ༑ศな䝸䝋ースと専門職員の配⨨により、ᅜቃ㆙ഛయไを強化す

ること

• 特にᅜቃᆅᇦで、ಶูにㄪᩚしたᩍ⫱のᥦ౪をಖドすること

䝯䜻䝅䝁をΏる༢⊂⛣ືのᏊ䛹䜒た䛱���⛣ື䝹ー䝖に₯䜐༴㝤と暴力

5.7 強ไ㑊㞴と異文化性への配慮

䝯䜻䝅䝁໭㒊のᅜቃ௜㏆のิ㌴
��3ODQ�IQWHUQDWLRQDO

ᥦゝ஦㡯:



Ⓨ⾜:�����ᖺ
文❶と෗┿����3ODQ�IQWHUQDWLRQDOと��SDYH�WKH�CKLOGUHQ
⾲⣬෗┿��㑊㞴ᡤにいる⛣ື୰のዪのᏊ、䝯䜻䝅䝁㻌��3ODQ�IQWHUQDWLRQDO

ᮏሗ࿌᭩で౑⏝䛥䜜䛶いるす䜉䛶の෗┿䛿、䝥䝷ン・䜲ン䝍ー䝘䝅䝵䝘䝹とSDYH�WKH�CKLOGUHQの䝥䝻ジェ䜽䝖にཧຍする
ዪのᏊ�ᛮ᫓ᮇのⱝ者のጼを෗した䜒のであり、౑⏝チྍをᚓ䛶いる䚹こ䜜らの෗┿に෗る人≀が、い䛛なる形ែの暴
力・⹢ᚅの被害者であると᝿ᐃ䛿しないで䜒らいたい䚹ಖㆤのた䜑、ྡ๓䛿ኚ᭦䛥䜜䛶いる䚹

ᮏ文᭩䛿、ෆᐜのᘬ⏝に対し、ᘬ⏝した組⧊が㈐௵を㈇う㝈り、౑⏝ྍ⬟である䚹ⴭస権䛿す䜉䛶ಖᣢし䛶いる䚹
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